
に

っ

た

青
森
。新
田

２
）
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
青
森
市
大
字
石
江
字
高
間

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
六
月
１

一
一
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
青
森
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
木
村
淳

一
・
松
橋
智
佳
子

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
縄
文
時
代
、
平
安
時
代
―
近
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

新
田

（
こ

遺
跡
は
、
青
森
市
西
部
を
東
流
す
る
新
城
川
の
右
岸
、
標
高
五

―
七
ｍ
前
後
の
河
岸
段
丘
及
び
沖
積
地
上
に
立
地
す
る
。
二
〇
〇
二
年
度
ま
で

調
査
を
実
施
し
た
東
北
新
幹
線

新
青
森
駅
周
辺
の
土
地
区
画
整

理
事
業
に
伴
う
範
囲
確
認
調
査

の
成
果
か
ら
、
二
〇
〇
三
年
度

＞

は
三
遺
跡
約
二
二
〇
〇
〇
ド
を

部細

対
象
に
調
査
を
実
施
し
た
。
新

青

田

（
こ

遺
跡
に
つ
い
て
は
沖

酬

積
地
部
分
を
中
心
に
約
六

一
〇

〇
♂
を
調
査
し
た
。
検
出
遺
構

は
、
平
安
時
代
の
上
坑
二
基
、
平
安
時
代
か
ら
近
代
に
か
け
て
の
溝
二
九
条
、

道
二
条
な
ど
で
あ
る
。
遺
物
は
、
縄
文
土
器

・
石
器
、
平
安
時
代
の
土
師
器

・

須
恵
器

・
擦
文
土
器

。
砥
石
、　
一
四
世
紀
後
半
か
ら

一
五
世
紀
の
青
磁

。
珠
洲

焼
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

木
簡
は
い
ず
れ
も
沖
積
地
上
で
検
出
さ
れ
た
溝
Ｓ
Ｄ
〇

一
・
Ｓ
Ｄ
Ｏ
四
と
、

そ
の
溝
に
注
ぎ
込
む
形
で
新
た
に
掘
削
さ
れ
た
Ｓ
Ｄ
〇
三
か
ら
出
土
し
た
。
ま

た
、
Ｓ
Ｄ
Ｏ
四
か
ら
は
墨
書
絵
の
あ
る
木
製
品
が

一
点
、
Ｓ
Ｄ
〇

一
と
併
行
す

る
形
で
流
れ
る
Ｓ
Ｄ
〇
八
か
ら
は
墨
痕
の
あ
る
斎
串

一
点
が
出
土
し
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
〇

一
・
〇
四
は
東
西
方
向
の
溝
で
、
幅
二
人
人
伽
深
さ

一
一
人
伽
、
調

査
区
内
で
の
総
延
長

一
一
二
ｍ
を
測
り
、
調
査
時
の
取
扱
い
で
下
流
域
を
Ｓ
Ｄ

〇

一
、
上
流
域
を
Ｓ
Ｄ
〇
四
と
い
う
名
称
に
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
〇

一
で
は
溝
の

底
部
が
段
状
に
掘
削
さ
れ
て
お
り
、
水
流
の
調
整
機
能
な
ど
を
有
す
る
も
の
で
、

こ
の
特
徴
は
併
行
し
て
流
れ
る
Ｓ
Ｄ
Ｏ
人
で
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。

木
簡
は
溝
の
底
面
か
ら
出
土
し
て
お
り
、
荷
札
状
の
も
の
は
墨
痕
の
な
い
荷

札
木
簡
状
の
本
製
品

（Ｑ
二
一
型
式
・
Ｑ
≡
二
型
式
）
と
と
も
に
ブ
ロ
ツ
ク
単
位

で
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。
溝
の
底
面
の
共
伴
遺
物
は
、　
一
〇
世
紀
後
半
か
ら

一
一
世
紀
ま
で
の
上
師
器

・
須
恵
器

・
擦
文
土
器
な
ど
で
、
木
簡
以
外
に
檜

一扇
・
編
物

・
漆
塗
り
椀

・
馬
形

・
斎
串
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
〇
四
部

分
か
ら
出
土
し
た
遺
物
は
若
干
新
相
を
呈
し
て
お
り
、
曲
物
容
器
の
中
に
は
焼

骨

（成
人
と
子
供
の
骨
）
が
入
っ
て
お
り
、
蔵
骨
器
と
し
て
の
機
能
が
考
え
ら
れ

る
。
年
輪
年
代
分
析
の
結
果
、
Ｓ
Ｄ
〇

一
下
層
出
土
資
料
が

一
〇
三
七
年

。
一
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〇
三
八
年
伐
採
、
中
層
出
土
資
料
が

一
〇
四
八
年
伐
採
と
ま
と
ま
っ
た
年
代
値

を
示
し
て
お
り
、
Ｓ
Ｄ
〇
四
下
層
出
土
資
料
が
九
四
七
十
α
年
、
下
層
出
上
の

曲
物
の
底
板
が

一
〇
九
〇
年
と
い
う
年
代
値
が
得
ら
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
〇
三
は
Ｓ
Ｄ
Ｏ
四
に
注
ぎ
込
む
形
で
掘
削
さ
れ
た
東
西
方
向
の
溝
で
、

幅
二

一
五
伽
深
さ
七
六
側
、
総
延
長
二
三
ｍ
を
測
る
。
流
路
方
向
は
東
か
ら
西

（他
の
溝
は
西
か
ら
東
）
で
、
Ｓ
Ｄ
〇

一
・
〇
四
よ
り
も
後
に
掘
削
さ
れ
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｏ
人
は
Ｓ
Ｄ
〇

一
・
Ｓ
Ｄ
〇
四
と
併
行
す
る
東
西
方
向
の
溝
で
、
幅
二
九

四
伽
深
さ

一
三
三
伽
、
総
延
長

一
三
人
ｍ
を
測
る
。
墨
痕
の
あ
る
斎
串
は
溝
の

下
層
か
ら
出
土
し
、
共
伴
す
る
遺
物
は
Ｓ
Ｄ
〇

一
と
ほ
ぼ
同
様
の
土
師
器

・
須

恵
器
の
ほ
か

「西
」
の
刻
書
の
あ
る
木
器
椀
な
ど
で
あ
る
。
水
量
を
調
節
す
る

段
状
の
部
分
が
Ｓ
Ｄ
〇

一
に
比
べ
多
く
掘
削
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｓ
Ｄ
〇

一
・
○

四
と
ほ
ぼ
同
位
置
で
蛇
行
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
掘
削
さ
れ
た
溝
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
の
溝
の
下
層
か
ら
も
主
と
し
て
古
代
の
遺
物
が

出
上
し
て
い
る
が
、
遺
構
面
と
そ
の
上
層
か
ら
は

一
部
中
世
の
陶
磁
器
や
珠
洲

焼
な
ど
も
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
世
段
階
で
も

一
部
利
用
さ
れ
た
可
能

性
が
あ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

Ｓ
Ｄ
Ｏ
一

⑪

　

「
＜
同
国
＜
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〕〕∞益
Ｐ巡
∞
昌

②

　

「
＜
□
　
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（ゃこ
巡
睫
ω
ｏ毬

③

　

「
＜
口
Ｈ
日
Ｈ
Ｈ
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ю卜泉
解
≦

ｏ駕

ω

　

「
＜
日
日
日
Ｈ
日
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］ヽ
卜
溢
契
［
寓
］

□
　
□
　
□
□
入
　
　
入
」

（
μ
ω
卜
）
×
∞
∞
×
ヽ
　
ｏ
Ｐ
ｏ

Ｓ
Ｄ
〇
三

⑥

　

「忌
札
見
知
可
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（Ｐじ
Ｘ
卜『受
ω
８
Ｐ

Ｏ

　

日

□

□

□

□

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（
岸
Ｓ

Ｘ

こ

添

あ

寓

解

Ｓ
Ｄ
〇
四

０

　

「
＜
口
日
日
日
日
日
日
□
　
　
　
　
　
　
　
　
（］∞ｏＸ
毬
添
♭

寓
ｏ

Ｓ
Ｄ
〇
八

〔〕
　　　　
「田口‐‐日日‐‐‐‐日
日日‐十日日‐‐ＨШ
」　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
∞ｏｏ
い
×
∞『
×
ら
い
　
ｏ⇔り

い
ず
れ
の
資
料
も
墨
痕
の
残
存
状
況
が
悪
い
。
墨
痕
が
明
瞭
に
残
る
も
の
は

０
の
み
で
、
残
り
に
つ
い
て
は
墨
が
流
れ
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。

ω
は
荷
札
木
簡
の
形
態
で
上
端
に
墨
痕
が
縦
方
向
に
一
条
、
横
方
向
に
一
条
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あ
る
。
材
質
は
ヒ
ノ
キ
科
ア
ス
ナ
ロ
属
で
、
上
端
の
左
側
縁
の
一
部
が
久
損
し

て
い
る
が
、
上
下
端
に
切
り
込
み
を
入
れ
、
側
縁
も
丁
寧
に
削
ら
れ
て
い
る
。

②
は
下
端
が
折
損
し
て
お
り
、
上
端
部
は
切
り
込
み
部
分
よ
り
上
が
欠
損
し

て
い
る
。
墨
痕
は
上
端
部
と
下
端
部
に
観
察
さ
れ
る
。

①
④
は
い
と
同

一
地
点
か
ら
出
土
し
た
資
料
で
、
上
端
は
左
右
に
切
り
込
み

が
入
っ
て
お
り
、
下
端
は
箆
状
に
幅
広
に
開
く
。
墨
痕
は
上
端
の
切
り
込
み
に

よ
っ
て
切
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
形
状
を
作
り
出
す
以
前
に
記
入
さ
れ
た
可

能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

０
は
表
面
に
柿
渋
な
ど
が
塗
ら
れ
た
側
板
状
の
製
品
に

「入
」
な
ど
が
記
入

さ
れ
た
習
書
木
簡
で
、
上
端
部
は
欠
損
し
て
い
る
。
材
質
は
不
明
。

０
は
Ｓ
Ｄ
〇
三
の
下
層
か
ら
出
土
し
た
物
忌
札
で
あ
る
。
右
側
縁
が
欠
損
し

て
い
る
が
、
全
体
形
は
下
端
部
を
尖
ら
せ
た
形
状
と
推
定
で
き
る
。
小
型
で
文

字
の
記
入
部
分
が
下
端
部
の
尖
ら
せ
た
部
分
に
も
及
ん
で
お
り
、
地
面
に
突
き

刺
す
な
ど
の
機
能
を
果
た
し
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
習
住

の
部
分
が

や
や
縦
に
長
く
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
、
「札
」
の
寿
の
部
分
は
横
棒
が
入
っ
て
い

る
。
「見
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
擦
れ
て
判
読
は
難
し
い
が
、
か
す
か
に
墨
痕

が
観
察
さ
れ
、
「現
」
の
可
能
性
も
あ
る
。
樹
種
は
ヒ
ノ
キ
科
ア
ス
ナ
ロ
属
で
、

①
な
ど
と
同
様
の
材
質
で
あ
る
。

０
は
Ｓ
Ｄ
〇
三
の
上
層
か
ら
出
土
し
た
資
料
で
、
上
下
端
及
び
左
側
縁
を
欠

損
し
て
い
る
。
残
存
部
の
上
端
に
墨
痕
が
確
認
で
き
る
が
、
判
読
に
は
至
ら
な

か
っ
た
。

①
は
Ｓ
Ｄ
Ｏ
四
の
下
層
か
ら
出
上
し
た
資
料
で
、
下
端
は
欠
損
し
て
お
り
、

上
端
部
は
や
や
九
み
を
帯
び
長
さ
を
も
っ
て
い
る
製
品
で
あ
る
。
切
り
込
み
部

分
直
下
か
ら
下
端
側
ま
で
薄
い
墨
痕
が
観
察
さ
れ
る
。

①
は
上
端
部
を
尖
ら
せ
、
縦
方
向
に
切
り
込
み
を
入
れ
て
お
り
、
側
縁
は
卒

塔
婆
状
に
三
段
切
り
込
み
を
入
れ
、
下
端
部
は
先
を
尖
ら
せ
た
形
状
で
あ
る
。

遺
物
出
土
時
に
は
薄
い
墨
痕
が
確
認
さ
れ
た
が
、
遺
物
保
管
時
に
墨
痕
は
抜
け

て
し
ま
っ
た
。
同
様
の
形
態
は
青
森
県
木
造
町
の
石
上
神
社
遺
跡
で
も
出
土
し

て
い
る
が
、
墨
痕
の
確
認
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

本
年
度
の
調
査
区
で
は
溝
を
対
象
と
し
た
調
査
で
、
集
落
の
中
心
で
あ
る
丘

陵
部
分
の
調
査
は
二
〇
〇
四
年
度
に
実
施
さ
れ
る
た
め
、
遺
跡
の
詳
細
に
つ
い

て
は
今
の
と
こ
ろ
明
ら
か
で
は
な
い
。
し
か
し
、
溝
の
下
層
か
ら
出
土
し
た
土

器
の
年
代
や
年
輪
年
代
測
定
に
よ
る
結
果
か
ら
、
下
層
の
資
料
に
つ
い
て
は
古

代
を
主
体
と
し
、
上
層
に
混
入
す
る
陶
磁
器
な
ど
か
ら
、
中
世
段
階
で
も
遺
跡

と
し
て
は
継
続
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
今
後
、
丘
陵
部
分
の
調
査
結
果
を
も
っ

て
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
檜
扇
や
馬
形
な
ど
律
令
祭
祀
遺
物
に
類
似
し
た

製
品
が
古
代
後
期
で
は
あ
る
が
、
青
森
で
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
意
義
深
い
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
っ
て
は
、
学
習
院
大
学
の
鐘
江
宏
之
氏
、
奈
良
文
化
財

研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。

（木
村
淳
一
）




